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Japanese Loanwords That Appear in Both Kæmpfer’s the History of Japan  
and the Oxford English Dictionary 
 




     In my earlier paper of 2010, published in the book the Future of English Studies, I have mentioned of 74 words of 
Japanese origin that could be found in both the History of Japan and the Oxford English Dictionary.  However, it was 
not possible to list those words in that paper due to spatial limitations.  Thus, I will here publish the list, together with 
some explanations for each of the Japanese loanwords.  After briefly reviewing the two sources so that readers who are 






 拙稿（2010: 92）において、E. Kæmpfer 著『日本誌』
the History of Japan 及び『オックスフォード英語辞典』 













の初版は 1928 年にオックスフォード大学出版局（Oxford 
University Press）より刊行された。1933 年（Suppl. 1）、
1972 年～1986 年（Suppl. 2）と 2 度に亙って補遺版が出
版され、それらをまとめて第 2 版が 1989 年に同出版局よ
り出されている。 
 その後、3 巻の新補遺 Additions Series（第 1 巻・第 2



























『日本誌』の内表紙に“written in High Dutch”と記されて
いる通りである。ここでの High Dutch というのは High  
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の 2 巻からなる大作は、OED に多くの例文を提供してお
り、大きな影響を与えている（大和田 1995, 1997）。 
 
３．『日本誌』と OED との双方に現れる日本語 
 











 『日本誌』でも OED でも、綴りが現在の発音に基づく





る。そうであれば、zu でなく dsu/dzu となるのも頷ける
だろう。 
 OED の初版には採録されていない語のようであるが、




として atsuki, adsuki, azuki の 3 つを挙げている。初出例
は 1727 年、今回見ている『日本誌』から“Adsuki, or Sodsu,  





 なお、この語は OALD8 にも adzuki (also adzuki bean, 











 OED に採録されたのは Suppl. 2 からであり、その時の
用例は 4 例である。これは第 2 版にそのまま引き継がれて








 OED の定義文は「日本のアワビ、学名 Haliotis 
gigantea」となっているが、この学名はメガイアワビのも
のである。前述の通り、漁獲高が最も多いのはクロアワビ
H. discus である。ちなみに、マダカアワビの学名は H. 
madaka である。日本人の命名であろうか、この学名は日
本語そのままである。 
 『日本誌』では 3 場面に登場する。日本の海産物を紹介
する場面に“There is another Shell, which sometimes 
yields Pearls, found plentifully upon all the Japanese 




る他、図版の説明に 1 ヶ所ある。 
 


















らもわかる通り、OED には Additions Series で初めて採





 初出の出典は“1617 R. COCKS Diary 5 Aug. (1883) I. 
292”となっており、これは R. Cocks の日記の 1617 年 8
月 5 日の記述に登場しており、1883 年に出版されたもの
の第 1 章 292 ページに当該文があることを示している。
しかし、この例文は全体が括弧[  ]で囲まれており、これ
は参考例であることを示す。その例文とは “This night 
began the feast of bonbon, or for the dead, with hanging 






の日本』（1899）より“The time of the Bon—the great 
Festival of the Dead,—which begins upon the thirteenth 
day of the seventh month.”［盆――死者の大祭――の時期
は 7 月 13 日に始まる。］が初例であり、これは 1727 年の
『日本誌』よりもずっと新しい。『日本誌』には長崎の年
中行事を紹介している場面で、次のように 1 回使われてい
る。“On the 8th of August, there was another festival 
call’d Bon.”［8 月 8 日には、盆と呼ばれるもう一つの祭
りが行われた。］ 
 
 ３・４ Bonze, Bonsey (bonze) 
 坊主。仏教の僧侶であり、僧坊の主の意味である。つま
り、禅宗における住持であり、俗に言う住職のこと。また、




研究会 2004: 18）。 










の報告書からの引用である。OED 第 2 版にはこれを含め、
9 例が載っている。 
 第 2 例は“1588 PARKE Hist. China 379 (Y.) They haue 
amongst them [in Japan] many priests of their Idols 






する部分 3 ヶ所にある。例えば次の通りである。“The new 
converted Christians [. . .] carried [. . .] their hatred 
against the Pagan worship, and its Bonzes or Priests, so 




 なお、この語は Serjeantson（1935: 239）で OED に見
られる最も古い日本語からの借用語として紹介されてい
る（彼女は実質的な初出である 1588 年を紹介している）












したらしい。OED でも norimon がこれと別に立項されて














TOMES Amer. in Japan viii. 191 That horses, kagos, and 
kago-bearers, should be in readiness.”［馬も、駕籠も、担
ぎ人夫も、いつでも出発できるようにしていなければなら
ないこと。］であり、『日本誌』よりもかなり新しいという
矛盾を起こしている。OED の用例はこれを含めて 3 例で
ある。 
 『日本誌』においては、長崎・江戸間の 2 往復を題材に
書かれた旅行記の部分に何度も出現している語である。そ
の使用例を 1 つ挙げれば、“After dinner we set out again 
in Cangos, because of the neighbouring hills and 
mountains, we were now to travel over, and which are 












 ３・６ Cobang, Cobanj, Copang, Kobani,  
Kobanj, Koobang, Cubang (kobang) 
 小判。江戸時代を中心に、日本で使われた金貨の一種で








条例」（明治 4 年太政官布告第 267 号）が施行された時、





約 4 分の 1 まで減ぜられた」また、「古い用法では限定詞
的に coban gold とも」となっている。「角の丸い長方形」
とは即ち楕円形のことであり、222 グレーンはメートル法 
 
に換算すると約 14 グラムである。初期の小判は約 18 グ
ラム、1736 年の元文・1819 年の文政が約 13 グラム、1837
年の天宝が約 11 グラム、1859 年の安政が約 9.0 グラム、





 OED の用例は 4 例で、初出例は“1616 COCKS Diary 17 
Sept. (1883) I. 176, I receved two bars Coban gould with 
ten ichibos, of 4 to a coban.”［私は 2 枚の小判とともに一
分金 10 枚を受け取った。一分金は 4 枚で小判 1 枚に相当
する。］である。これは、coban の使用例であると同時に、
小判と一分金との関係も示している。当時の貨幣制度は、







いられている。例えば、“The Nightingales, if they have a 
good voice, are sold sometimes to curious People for 
twenty Cobangs a piece.”［ウグイスは、良い声で鳴くも
のであれば、物好きな人々に 1 羽 20 両で売られることも
ある。］のようである。 
 OED ではカ行音を表すのに概ね k が使われているが、














 ３・７ Daimio, Dai Mio (daimio) 
 大名。江戸時代の武士で、将軍の直臣のうち知行が 1 万
石以上の者のことである。徳川将軍家との親近度によって
親藩・譜代・外様の 3 つに分類されるのは日本史の常識で












are Lords of the first rank, or Princes of the Empire, and 
Sio Mio all other Lords of an inferior rank”［大名は最上級
の貴族、つまり帝国貴族であり、小名はそれより下級の貴
族の総称である。］などとある。 











ており、“1839 Penny Cycl. XIII. 94/1 The nobility or 
hereditary governors of the provinces and districts are 








 OED には派生語として daimiate, daimioate, daimiote
が載っている。これらは 3 語に見えるが、実は 1 つの語の
異形である。この語は「大名の領地や役所」と定義されて
いる。この派生語の用例は 3 例挙げられており、初例は
“1870 Pall Mall G. 26 Aug. 4 Japanese students..from all 
parts of the empire, from the inland daimiotes as well as 
from the sea-coasts.”［内陸の大名領からも、沿海地域か
らも、帝国の至る所からやって来る日本人学生。］である。
文中にある「 .. 」は OED 独特の省略符であり、一般に書
く「 . . . 」と同じ意味である。限られたスペースにできる
限り多くの情報を掲載するための工夫であろう。 
 
















明治 22 年皇室典範、戦後は昭和 22 年法律第 3 号）に規
定されている。 
 用例は 2 例しか掲載されていない。初めの例は、“1662 
J. DAVIES tr. Mandelslo’s Trav. E. Ind. 184 That great 
State hath always been govern’d by a Monarch, whom, in 





げられている。2 つ目の例は、“1780 Phil. Trans. LXX. 









ような例がある。“Even the palaces of the Dairi, or 
Ecclesiastical hereditary Emperor, those of the Secular 
Monarch, and of all the princes and lords of the Empire, 










因となる樹木の 1 つである。 
35









 例文は 6 例が掲載されている。その初出例は“1727 J. G. 
SCHEUCHZER tr. Kæmpfer’s Hist. Japan I. I. 118 Finoki and 
Suggi are two sorts of Cypress-trees, yielding a beautiful 





ンペル『日本誌』より、第 1 部第 1 章 118 ページ」を開
けば、当該例の前後文脈も含めて読むことができるという
ことである。 
 ケンペルは『日本誌』において、この Finoki や次項の
Firo Canna を始めとして、Fammo（鱧）や Fokekio（法































 OEDには例文が8例載っており、その初出例は“1822 F. 
SHOBERL tr. Titsingh’s Illustr. Japan 122 These two kinds 








 なお、この語は OALD8 にも載っており、hiragana “a set 





 ３・11 Goradzi (Rōjū) 
 老中は江戸幕府の役職の名である。将軍に直属し、政務










である。つまり、o と u とにマクロン（長音符 ‾ ）が付さ
れている。何故、他の語の長音にはマクロンがなく、ここ
にだけあるのかは不明である。 
 OED には Suppl. 2 から掲載されており、その語義は「徳
川治世（1603～1867）における日本の高級参議あるいは
高級大臣」である。“Rōchū, rōjiu, rōjū, etc.”の異形と共に、
6 つの用例が挙げられている。 
 初出例は“1874 F. O. ADAMS Hist. Japan I. I. x. 71 The 
successors of Jyéyasŭ..were mostly fainéants, as were 












1 回というのは、“The ministers of state, and other great 
men at court, some of whom we were only to visit, and to 
make presents to others, were the five chief Imperial 
councellors of state, call’d Goradzi, or the five elderly 










 ３・12 Itzebo, Itzebe, Itzebi (itzebu, itzeboo) 
 一分。「一分金」は、江戸時代の計数貨幣（金貨）の名
称である。3･6 項の「小判」の所でも述べたが、当時の貨
幣制度は 1 両 = 4 分 = 16 朱 の 4 進法であった。江戸時
代を通じて、小判と共に鋳造され、品位は小判と同等で、
量目は小判の 4 分の 1 である。江戸後期には、等価の額面
表記銀貨である一分銀が発行され、一分金の発行高は少な
くなった。 
 OED には初版から採録されており、第 2 版でも定義・
用例ともに変わりなく掲載されている。その定義は、以下
の通りである。「4 分の 1 を意味する日本語のフレーズで
あり、通常 1871 年以前に流通した角の丸く、薄い長方形
の銀貨を指す。1 両の 4 分の 1 で、英貨にして 1 シリング
4 ペンスとほぼ等価である。」シリングは英貨の補助単位
で、1 ポンド = 20 シリング = 240 ペンス であったが、
Decimal Currency Acts 1967 (c. 47) and 1969 (c. 19)によ
り 1971 年 2 月をもって廃止され、現行の 1 ポンド = 100
ペンス に改められた。なお、1 シリング硬貨は 1990 年頃
まで、廃止前と同等の価値（20 分の 1 ポンド）である 5
新ペンスとして流通した。 
 OED には 4 つの例文が載っている。しかし、そのうち
の 3 例は出典だけしか掲載されておらず、その内容を確認
することはできない。初出例は“1616 R. COCKS Diary 
(Hakl. Soc.) I. 176”、第 2 例が“1618 Ibid. II. 77”であり、
第 3 例は“1868 E. SEYD Bullion & For. Exchanges 265”と
なっている。唯一、本文が載せられている第 4 例は“1900 
SATOW Voy. Capt. Saris 97 note, The Japanese coin called 
ichibu..mentioned in Cocks’s Diary..was the gold 









 OED はまた、多くの異形を載せている。17 世紀には
“ichebo, ichibo” の 異 形 が 、 19 世 紀 に は “itsi-, 
itzi-, -bu, -bou, -bue, -boo”などの異形があると記載され
ている。加えて、定義の下方に小字で「現在でも、ドルや




登場する語である。“An Itzebo is a square gold coin, 
worth about one of our ducats, and a fourth part, (or 
















 まず、第 1 義として記載されている「大和絵（大和流）」
である。この語義には「12 世紀から 13 世紀にかけて全盛
を迎えた日本における美術の流派で、（中国様式ではなく）
明らかに日本の様式で、日本的な題材を扱ったもの。通常





は7例で、初出は“1879 Trans. Asiatic Soc. Japan VII. 345 
Motomitsu is spoken of as the originator of the 
Yamato-we.”［基光が大和絵の創始者と言われている。］で
ある。 
 第 2 義として「大和魂」が載っているが、こちらは至っ
て簡単な記述しかない。“Yamato-damashii: the Japanese 
spirit.”とあるだけである。この語義での用例は 3 例で、初 
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例は“1942 R.A.F. Jrnl. 13 June 6/2 He will be filled with 









である。また、“This Empire is by the Europeans call’d 
Japan.  The Natives give it several names and 
characters.  [ . . . ].  Jamatto, which name is also given 










いう。OED には Suppl 2.で採録され、「東京（改称された

























 OED の用例は 6 例あり、そのうち 4 例が Yeddo spruce
で、Yeddo poplin が 1 例、残りの 1 例は Yeddo crepe と
Yeddo poplin とが両方出ている。初出例は“1866 in A. 
Adburgham Shops & Shopping (1964) xii. 126 Costumes 





 Yeddo spruce の初出は、参考例になっており、これは
正しく Yezo spruce となっているが、その他の用例は全て
Yeddo になっている。“1906 ELWES & HENRY Trees Gr. 
Brit. & Ireland 87 Mayr informed me last year that the 























され、用例は 8 例が挙げられている。その初出例は“1897 
A. M. KNAPP Feudal & Modern Japan I. v. 173 The cause 
of the intense repulsion and contempt with which the 










いる場面に見られる。1 例目は“They call them by the 
scandalous name of Katsuwa, which signifies the very 
worst sort of Rabble, and put them upon the same foot 
with the Jetta, or Leather-Tanners, the most infamous 
sort of people in their opinion, who are oblig’d in this 
country to do the office of publick Executioners, and to 








 2 例目は“But no profession is so much despis’d by the 
Japanese, as that of the Jetta, or Tanners, whose business 
it is to skin the dead cattle, to dress and tann leather for 





















 その初出例は、今回見ている『日本誌』より、第 1 部第
1 章第 9 節の 119 ページにある例である。“1727 J. G. 
SCHEUCHZER tr. Kæmpfer’s Hist. Japan I. I. ix. 119 Of all 
the Oils express’d out of the seeds of these several plants, 






 ところで、この kaja も例外ではないが、『日本誌』では
























たは日本のカキ。学名 Diospyros Kaki」とある。用例は 2
例が挙げられていた。その後、Suppl. 2 において用例が追
加され、第 2 版でも追加があったという。最終的には 13
例になっている。語義は第 2 版においてもそのまま継承さ
れている。 
 第 2 版における初出例は“1727 J. G. SCHEUCHZER tr. 
Kæmpfer’s Hist. Japan I. I. 116 There are three different 
sorts of Fig-trees growing in Japan. One is call’d Kaki, if 
otherwise it may be called a Fig-tree, it differing from it 






































加が Suppl. 2 において行われている。第 2 版では、初版






 OED では、2 つの定義が記載されているが、上述の通
り、混乱が見られる。第 1 義が「日本人により大名や領主
に与えられた称号。『卿』。また、神棚に関しては god-shelf 





も god と関連づけているにもかかわらず第 1 義の中に
載っている。 
 第 1 義の初出例は“1616 R. COCKS Diary (1883) I. 131 
Micarna Camme Samme, the Emperours sonns sonne.”
［将軍の息子の息子である三河守様。］である。ここで
Micarna というのは Micawa の誤植であろう。また、第 2
義の初出例は“1727 SCHEUCHZER tr. Kæmpfer’s Japan I. 
206 Superstition at last was carried so far, that the 
Mikaddo’s..are looked upon..as true and living images of  
 











が、「小学校令施行規則」（明治 33 年文部省令第 14 号）
第一号表に標準字体が示され、現在ではこれらの字体のみ
が使われている。ちなみに、この第一号表は「小学校令施







 OED には Suppl. 1 から採録されており、「日本語の音
節文字。主だった種類には、平仮名と片仮名とがある」と
ある。用例は 9 例が載っており、その初出例と第 2 例が『日
本誌』からである。初出例は“1727 J. G. SCHEUCHZER tr. 
Kæmpfer’s Hist. Japan I. I. iv. 68 The Names of the 
Provinces..are only in their Canna, or common Writing.”
［藩名は通常表記である彼らの仮名でしか書かれていな











 OED には Suppl. 2 に採録されており、「日本の侍の、
長い片刃の剣」となっている。用例は 7 例で、初出は“1613 
J. SARIS Jrnl. 11 June in Voy. Japan (1900) 79 Either of 
them had two Cattans or swords of that Countrey by his 
side.”［彼らはどちらも 2 本の刀、つまりその国の剣を腰
に差していた。］である。 






Scimeter of Fudo, which they wear stuck in their Girdle 
on the left side.  It is somewhat shorter than a Katanna, 















魚を干して 4 分の 1 にしたもの」が挙がっている。 
 載っている用例は 6 つある。初出例は『日本誌』より、
第 1 部第 1 章 136 ページの“The best sort of Katsuwo fish 


















 OED では Suppl. 1 から採録され、「日本語の音節文字











 異綴りとして kattakanna と katagana とが挙げられてい
る。前者は『日本誌』の綴りである。後者は、日本語では
本来ありえない筈の音形であると思われるが、引用元は如
何なる文献であろうか。用例は 8 例あり、初出例は“1727 
J. G. SCHEUCHZER tr. Kæmpfer’s Hist. Japan II. V. xiv. 590 
The other was a map of the whole world, of their own 
making, in an oval form, and mark’d with the Japanese 




 なお、この語は前出の hiragana と共に OALD8 に載っ
ており、katakana “a set of symbols used in Japanese 










23. Kin, Ikin (ken) 間 
24. Kiri (kiri) 桐 
25. Kirin (kirin) 麒麟 
26. Koi (koi) 鯉 
27. Koitsjaa (koi-cha) 濃茶 
28. Kokf, Koku (koku) 石 
29. Konjakf (koniak, koniaku) 蒟蒻 
30. Kuge (Kuge) 公家 
31. Matsuri, Matsusi (matsuri) 祭 
32. Midsu (miso) 味噌 
33. Mikaddo, Mikaddi (Mikado) 帝 
34. Mome, Momi (momme) 匁 
35. Moxa (moxa) 艾 
36. Nipon, Nifon (Nippon) 日本 
37. Norimon (norimon) 乗物 
38. Obani, Ubang (obang) 大判 
39. Rinsaifa (Rinzai) 臨済宗 
40. Rissiu (Risshu) 律宗 
41. Rit (Ritsu) 律宗 
42. Riuku, Liquejo, Liquæo, Leuconiæ (Ryukyu) 琉球 
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43. Liqueans, Liquejans (Ryukyuan) 琉球人 
44. Saquer (sakura) 桜 
45. Sake, Sackee, Saki, Sakki, Sacki, Sacci (saké) 酒 
46. Samurai (samurai) 侍 
47. Sasanqua (sasanqua) 山茶花 
48. Sasen (zazen) 坐禅 
49. Satori (satori) 悟 
50. Sen (Zen) 禅 
51. Senni (seni) 銭 
52. Sennin (sennin) 仙人 
53. Seogun (shogun) 将軍 
54. Siakf, Sak, Saku, Sakf, Sackf (shaku) 尺 
55. Singon (Shingon) 真言宗 
56. Sinto, Shinto (Shinto) 神道 
57. Sintoist (Shintoist) 神道者 
58. Siodo (Jōdo) 浄土宗 
59. Soeju, Soje, Soja (shoyu, shoya, soy, soya) 醬油 
60. Sotofa, Sotosju (Soto) 曹洞宗 
61. Sugi, Suggi (sugi) 杉 
62. Sun, Sum (sun) 寸 
63. Tai, Tah (tai) 鯛 
64. Tanabatta, Tannabatta (Tanabata) 七夕 
65. Tendai, Ten Dai (Tendai) 天台宗 
66. Tokko (toko) 床 
67. Torij, Tori, Toori (torii) 鳥居 
68. Tsja, Tsjaa (cha, chia) 茶 
69. Tsubo (tsubo) 坪 
70. Tuffon (typhoon) 台風 
71. Udsigami (ujigami) 氏神 
72. Urusi (urushi) 漆 
73. Uta (uta) 歌 
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